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と言われてましたし」

「確か、あなたの会社はソフト会社だったね」

「そうです。だから“ＣＭＭのレベル達成”を

営業の看板に使おうというわけです」

「まぁ、ソフト会社の場合は無理もないかな」

「実際、周りの同業者の中で“ＣＭＭのレベル

○○達成”という看板を営業に使っているとこ

ろがあるので、余計に尻をたたかれるのです」

でき上がったコーヒーを、今日は大きめのカッ

プに入れて彼の前に差し出した。

　　　　　　　　　◆

「日本の組織というのは、どうしてこう

単純な行動しかとれないのかね」

「それって、どういう意味でしょうか？」

「昔は、問題の解決を“分析・設計技法”に求

めたが、既に混乱している組織では、継続学習

の時間が確保できず、中途半端になっている」

「つまり、“分析・設計技法”が問題を解決す

るレベルに達していない、と言うことですね。

そのことは、自分たちの組織でも感じます」

「その後、“ＣＭＭ”が騒がれると、今度は

“プロセス”しか取り組まない。多くの組織で

は、エンジニアリングとプロセスの両方に問題

があって、どちらか一方にだけ取り組んでも、

何も解決しない」

「確かに、ＣＭＭはエンジニアリングの事は

扱っていませんよね」

「ＣＭＭのＴＲ２４には、“ＣＭＭは…ソフ
トウエア成果物がうまく構築されること、
あるいはすべてのソフトウェアエンジニア
リングの問題が十分に解決されることを保
証するものではない” と書いてあるのを読ん

でいないのでは？」

「済みません。ＴＲ２４は読んでいません」

「ＣＭＭｉでは、この表現が消えていると思わ

れるので、確実に誤解するだろうな」

「要するに、ＣＭＭでは成果物がうまく作れる

などの、エンジニアリングの問題を解決出来ま

せんよ、ということですか」

「厳しい言い方をすると、もともとでたらめな

やり方で、仕様変更や納期の遅れを招いて混乱

している組織に、そのままではＣＭＭには取り

組めるものではない、ということだ」

と言われて、不満そうな表情が見える。

　　　　　　　　　◆

「たしかに分かるような気がしますが、それ

じゃＣＭＭって何のためにあるのですか？」

「組織の中で、うまい成果物が作れていると

か、部分的かもしれないがエンジニアリングが

出来ている組織であっても、要件管理や構成管

理などの管理プロセスが不十分だったりするの

で、それらの管理プロセスやグループ間の調整

機能を支援したり、組織で共通するトレーニン

グを支援したりすることで、多くの問題を解決

する。そうして余った時間を、さら

にエンジニアリングの技術習得に回

し、スパイラル的に改善の活動に繋

げることを支えたり、上手く出来る

方法を、組織の中に水平展開する仕

ＣＭＭの活動がV1.1になって本格的に始まっ

て、既に１１年を経過した。“硬派”のホーム

ページでＣＭＭを紹介し始めてからでも、８年

になろうとしている。だが、日本のソフトウェ

アの開発組織の大多数において、未だにＣＭＭ

のレベル３の状態に達しない。

最近になって、２つの状態があることが見えて

きた。１つは「形だけのＣＭＭのレベル到達」

であり、もう一つは「息切れ状態」である。

前者の場合、確かに、レべル３の判定において

評価されるようなガイドラインや計画書、リス

クリストなどの組織標準を用意し、それを維持

管理する組織も用意している。だが、そこにあ

る要求仕様書は、仕様としてお粗末である。ソ

フト会社の場合、その後の要件の変更は全て要

件管理のプロセスに持ち込むだけだ。データ

も、工数やバグの件数、レビューの時間など、

決められた項目について計測しているだけ。

そこにあるプロセスは、工程レベルで作業の流

れを示したものであり、現場の誰も「要求に

マッチしたプロセス」を設計できない。確か

に、アセスメントは通るのかもしれないが、ま

るで昔の「ISO-9001」の審査状況を見ているよ

うな錯覚に陥る。その状態で「レベル３」に到

達したと思い込んでいるために質が悪い。

　　　　　　　　　◆

７時を過ぎたので、そろそろ店を閉めよ

うかと思っていたところに、

「マスター、こんばんわ」といって１人

の客が入ってきた。

「おや、しばらく顔を見せなかったね」

という応対に苦笑いしながら、カウンターの奥

に陣取って、灰皿を引き寄せた。

「いつものコーヒーをください」といって煙草

に火をつけ、ゆっくりと煙を燻らせている。

その姿を時々見ながらコーヒーを濾す作業に取

りかかった。店に入ってきたときの様子から

は、くたびれている。さて、第一声は？

しばらくして、ようやく口を開いた。

　　　　　　　　　◆

「マスター。ＣＭＭってどうしてこんなに難し

いのでしょう」

「と言うことは、あなたはもっと簡単に出来る

と思っていたのかな？」

「そんなに“簡単”とは思っていませんでした

が、それでも、ここまでてこずるとは思いませ

んでした」

「最近、そういうため息を吐く人が増えたよう

だけど、何か考え違いしていないか？」

「考え違いって？」

「ＣＭＭに取り組む前から、ソフトウェアの開

発作業は混乱していただろう？」

「恥ずかしい限りですが。その通りです」

「ＣＭＭで何が変わると思ったのかね？」

「この混乱状態が少しでも解消するなら、やっ

てみようかと・・・」

「思ったわけだ」

「はい、思いました。それに部長の方からも、

何とかしてＣＭＭのレベルを達成するように、
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組みを提供する、これが私の理解する所だ」

「つまり、小さくても良いから、まずは“上手

く出来る”方法が必要だということですね」

「そういうこと」

「マスターが、いつもおっしゃっている“要求

の仕様化”というのは、エンジニアリングの最

初の成果物をうまく作るということですね」

「いままで、全てがいい加減だった組織であっ

ても、一番最初の成果物をうまく作ることで、

ＣＭＭの流れに入ることができる」

「でも、その時間が確保できるでしょうか」

「そこは大事な所だ。どうすれば、それが可能

になるか自分で考えてごらん」

　　　　　　　　　◆

「ところで、ＣＭＭには、もう一つ上手い仕組

みが入っているが、気付いているかな？」

「いえ、特にそのような認識はありません」

「どうやら、あなた達は資料や文献は１回読ん

だだけで、あとは自分の経験の中で勝手に解釈

しているのではないか？」

「・・・」

「ＣＭＭは、少なくとも、現状のあなた達の経

験の中で確実に解釈できるものではない。混乱

している状態では、たとえば１／１０ぐらいし

かイメージできないだろう。それでも、その１

／１０に取り組んだ後で、もう一度読んでみた

時には、残りの３／１０ぐらい理解できるかも

しれない。先の１／１０もまた違った面が見え

ることがある」

といったら、黙ってしまった。

　　　　　　　　　◆

しばらくして、

「何度も繰り返して読むことの意味が、

この年になって初めて分かりました。とこと

で、その仕組みとは何でしょうか？」

「ＳＱＡ（CMMiではPPQA）の活動をどう理

解したかね？」

「プロセスや成果物の品質を保証するために、

プロジェクトの途中で作業が守られているか

チェックすることと、理解しています」

「いわゆる“遵守”しているかどうかを監査す

るわけだ。それでうまくいくかね」

「正直言って、みんな気が進まないようです」

「ＳＱＡがまるで“敵”になっていないかね」

「“敵”というわけではないですが・・・」

「かわいそうに。ＳＱＡの人だって、好きでそ

んな役をしているわけではないだろうに」

「でも、そうやって“見張って”くれないと、

ＳＰＩ活動を止めてしまうかもしれません」

「お、良いところに気がついたね。そう、ＳＱ

Ａは選手とコーチの関係みたいなもので、練習

を継続できるのも、いろいろな問題や、予定し

ていた稽古のメニューから外れていることを教

えてくれるのも、良いコーチのお陰だよ」

「確かに、ちょっとバグが減った程度で、取り

組みを止めてしまうことがあります」

「最初は、多くのことに取り組めないから、実

際に取り組もうとしていることを中心に、“遵

守状況”を見るようにすればよい」

「分かりました。そうやって、少しずつ上手く

なって行くに連れて、今まで出来ていたことが

元に戻ってしまわないように、見る範囲を広げ

ていけばよいのですね」　　　　　　　　●

ＳＱＡは組織の中でＳＰＩの活動を止めない
仕掛けであり、ペースメーカーのような存在
である。それだけに人を選ぶ必要がある。
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営
内
容
を
判
断
す
る
た
め
の
重
要
な
資
料

だ
が
、
問
題
は
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る

数
字
が
信
用
で
き
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
利
益
を
多
く
見
せ
か
け
る
た

め
に
、
貸
し
倒
れ
引
当
金
を
少
な
く
す
る

方
法
が
あ
る
。
そ
の
状
態
で
融
資
先
が
倒

産
し
た
場
合
、
融
資
額
を
回
収
で
き
な
い

事
態
が
発
生
し
、
預
か
っ
た
お
金
を
減
ら

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
し
た
が
っ
て
、
ど
の
金
融
機
関
が
ど
の

企
業
に
融
資
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
出

資
し
て
い
る
か
は
、
預
金
者
に
と
っ
て
は

重
要
な
問
題
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
一
般

の
預
金
者
に
は
、
貸
出
先
の
企
業
が
、
ど

の
よ
う
な
経
営
状
態
に
あ
る
か
を
判
断
で

き
る
情
報
は
持
っ
て
い
な
い
し
、
入
手
す

る
こ
と
自
体
が
困
難
で
あ
る
。
結
局
は
、

預
金
者
と
し
て
は
、
金
融
機
関
の
発
行
す

る
決
算
書
と
、
そ
こ
に
付
け
ら
れ
て
い
る

会
計
監
査
人
の
判
断
に
頼
る
し
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
そ
の
会
計
監
査
の
基
準
が
、
最
近
に

な
っ
て
よ
う
や
く
厳
し
い
状
態
に
な
っ
て

き
た
が
、
そ
れ
で
も
、
足
利
銀
行
や
先
の

Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
三
月
決
算
の
様
子
を
見
て

い
る
と
、
監
査
会
社
も
金
融
庁
の
顔
色
を

窺
っ
て
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

は
た
し
て
、
公
正
な
判
断
基
準
に
そ
っ
て

監
査
業
務
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ど
こ

か
を
「
見
せ
し
め
」
に
す
る
意
図
を
込
め

て
監
査
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
外
か
ら

は
よ
く
見
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
古
く
は
、
日
本
債
権
信
用
銀
行
や
北
海

道
拓
殖
銀
行
に
始
ま
り
、
最
近
で
は
足
利

銀
行
な
ど
で
は
、
旧
大
蔵
省
や
金
融
庁
の

「
意
向
」
が
働
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
て

し
か
た
が
な
い
。
こ
れ
だ
と
、
直
前
ま
で

「
正
常
な
金
融
機
関
」
で
あ
っ
た
も
の

　
「
ペ
イ
オ
フ
」
の
全
面
解
禁

が
、
二
〇
〇
五
年
四
月
に
迫
っ
て

い
る
。
す
で
に
、
定
期
性
預
金
の

方
は
二
〇
〇
二
年
四
月
か
ら
、
一

〇
〇
〇
万
円
を
上
限
と
す
る
ペ
イ

オ
フ
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
普
通

預
金
だ
け
が
従
来
通
り
「
全
額
補

償
」
と
い
う
い
び
つ
な
状
態
が
続

い
て
い
る
。
二
〇
〇
二
年
に
実
施

す
る
時
も
、
そ
れ
ま
で
何
度
か
延

期
さ
れ
て
き
た
も
の
を
、
す
っ
た

も
ん
だ
し
た
あ
げ
く
、
定
期
性
預

金
だ
け
を
解
禁
に
持
ち
込
ん
だ
も

の
で
あ
る
。

　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
あ
れ
か
ら
二
年
半
、
大
手
の
金

融
機
関
の
方
は
、
概
ね
対
応
の
準

備
が
出
来
て
い
る
と
い
う
。
実

際
、
一
部
の
金
融
機
関
を
除
い

て
、
不
良
債
権
処
理
に
代
表
さ
れ

る
経
営
の
安
定
化
策
は
目
処
が
つ
い
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
名
寄

せ
」
の
方
は
、
必
ず
し
も
進
ん
で
い
な
い

と
い
う
。
新
設
さ
れ
る
口
座
に
つ
い
て

は
、
本
人
確
認
は
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
古
い
口
座
に
対
し
て

は
、
ど
こ
ま
で
「
本
人
」
を
追
跡
し
て
い

る
か
怪
し
い
。
一
〇
〇
〇
万
円
を
超
え
る

よ
う
な
人
は
、
住
所
は
一
カ
所
と
は
限
ら

な
い
だ
ろ
う
。
同
姓
同
名
で
も
住
所
が
違

え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
「
別
人
」
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
紛

ら
わ
し
い
ケ
ー
ス
を
、
一
つ
ず
つ
確
認
し

て
い
っ
て
、
た
と
え
ば
住
民
票
が
登
録
さ
れ

て
い
る
住
所
に
一
本
化
す
る
し
か
な
い
の
で

あ
る
。
こ
の
「
名
寄
せ
」
が
出
来
な
け
れ

ば
、
破
綻
処
理
時
の
払
い
戻
し
の
計
算
が
遅

れ
て
し
ま
い
、
二
次
被
害
も
発
生
す
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
そ
の
他
、
中
小
の
金
融
機
関
で
は
、
相
変

わ
ら
ず
経
営
基
盤
が
脆
弱
で
、
ペ
イ
オ
フ
解

禁
の
準
備
が
整
っ
て
い
な
い
と
い
う
。
信
用

金
庫
や
信
用
組
合
な
ど
の
中
小
の
金
融
機
関

の
場
合
は
、
会
員
や
出
資
者
と
い
う
形
を

と
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
融

資
の
際
の
基
準
に
甘
さ
も
予
想
さ
れ
、
債
権

が
不
良
化
す
る
可
能
性
が
高
い
の
と
、
資
金

量
が
小
さ
い
場
合
は
経
営
破
綻
に
陥
り
や
す

く
な
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
複
数
の
金
融

機
関
の
統
合
に
よ
っ
て
、
経
営
基
盤
を
大
き

く
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
弱
者
同
士

の
統
合
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
の
た

め
、
統
合
も
捗
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
と
こ
ろ
で
、
ペ
イ
オ
フ
は
金
融
機
関
に
対

す
る
「
信
用
」
が
前
提
で
あ
る
。
預
金
者

は
、
金
融
機
関
を
信
用
し
て
お
金
を
預
け
て

い
る
。
金
融
機
関
は
、
そ
の
預
金
を
資
金
と

し
て
、
融
資
し
た
り
投
資
し
た
り
し
な
が

ら
、
資
金
を
増
や
す
こ
と
で
、
預
金
者
へ
の

約
束
に
応
え
な
が
ら
、
企
業
と
し
て
の
経
営

を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
経
営
が
ま
ず
け
れ
ば
、
預
か
っ
た
預
金
を

食
い
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
決

算
書
な
ど
の
経
営
資
料
は
、
金
融
機
関
の
経

音音

　
「
運
命
」
と
い
う
の
は
、
そ

の
人
の
日
常
の
行
動
に
よ
っ
て

変
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
は
「
宿
命
」
と
は
違

う
。
人
生
に
於
い
て
は
、
そ
の
人
の
手

で
は
ど
う
に
も
出
来
な
い
こ
と
に
遭
遇

す
る
。
自
分
は
何
も
悪
く
な
い
の
に
、

会
社
が
倒
産
し
て
仕
事
を
失
う
こ
と
も

あ
る
。
親
や
、
周
り
の
人
の
「
死
」

も
、
そ
れ
自
体
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
。
た
だ
そ
れ
を
現
実
と
し
て
受
け
入

れ
る
し
か
な
い
。
そ
こ
で
崩
れ
て
い
く

人
は
た
く
さ
ん
い
る
。
「
運
命
」
を
働

か
せ
る
こ
と
な
く
、
流
れ
の
ま
ま
に
身

を
任
す
こ
と
は
容
易
か
も
し
れ
な
い
。

　
だ
か
そ
こ
で
、
躓
き
な
が
ら
も
踏
み

と
ど
ま
る
人
も
い
る
。
あ
る
い
は
、
一

念
発
起
し
、
突
然
勉
強
し
始
め
る
人
も

い
る
。
自
分
の
人
生
を
考
え
た
と
き

に
、
「
何
か
」
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。

理
由
は
何
で
も
良
い
。
日
常
の
流
れ

（
習
慣
）
に
逆
ら
っ
て
、
自
分
が
進
み

た
い
と
感
じ
る
方
向
に
舵
を
切
っ
て
い

く
こ
と
で
、
「
運
命
」
を
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
は

「
継
続
」
が
必
要
に
な
る
。
「
運
命
」

を
改
造
す
る
に
は
、
確
実
に
舵
が
切
ら

れ
る
ま
で
継
続
さ
せ
る
だ
け
の
「
時

間
」
と
「
力
」
が
必
要
で
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
相
手
に
す
る
仕
事

か
ら
、
人
を
相
手
に
す
る
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
仕
事
に
変
え
て
一
番
感
動
す
る

の
は
、
そ
の
人
の
運
命
が
変
わ
る
場
面

を
見
た
と
き
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
社

会
の
中
で
確
か
な
役
割
を
担
う
ま
で
に

至
っ
た
姿
を
見
る
と
き
で
あ
る
。
「
運

命
」
は
、
自
分
で
変
え
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
気
付
い
て
く
れ
た
と
き
が
、

最
高
の
喜
び
の
時
で
も
あ
る
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
前
に
し
て
、
シ
ス

テ
ム
の
設
計
図
を
書
い
た
り
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
コ
ー
ド
を
書
い
て
い
る
時
に

は
、
こ
れ
は
味
わ
え
な
か
っ
た
。

「
人
間
の
運
命
と
い
う
も
の
は
、
や
っ
ぱ
り
学
問
に
よ
っ
て
創

造
も
さ
れ
、
改
造
も
さ
れ
る
」

　
　
　
　
　
　
　
（
安
岡
正
篤
著
「
易
と
は
な
に
か
」
よ
り
引
用
）

が
、
突
然
、
「
破
綻
金
融
機
関
」
に
な
り
か

ね
な
い
。
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
三
月
決
算
で
も
、

当
初
、
監
査
会
社
は
四
月
ご
ろ
ま
で
は
「
黒

字
決
算
」
で
了
解
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
れ

が
、
金
融
庁
の
特
別
監
査
が
入
っ
た
こ
と

で
、
引
当
金
の
大
幅
な
積
み
増
し
が
求
め
ら

れ
、
黒
字
予
想
が
一
転
し
て
大
幅
な
赤
字
に

転
落
し
た
。
そ
の
上
、
大
事
な
信
託
部
門
を

も
ぎ
取
ら
れ
た
形
と
な
り
、
「
メ
ガ
バ
ン

ク
」
と
し
て
は
明
ら
か
に
見
劣
り
す
る
。
預

金
者
と
し
て
は
、
こ
れ
が
一
番
困
る
の
で
あ

る
。
第
一
、
こ
れ
で
は
わ
ざ
わ
ざ
統
合
し
て

「
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
」
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の

か
と
言
い
た
く
な
る
。

　
　
　
　
　
　
●
　
◆
　
●

　
ペ
イ
オ
フ
の
解
禁
は
、
預
金
者
が
そ
の
金

融
機
関
に
預
金
す
る
事
に
対
す
る
「
自
己
責

任
」
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

は
、
健
全
な
金
融
機
関
を
選
別
す
る
方
法
と

基
準
を
明
ら
か
に
し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
国
に
よ
る
「
全
額
補
償
」
の
責
任

を
回
避
す
る
た
め
に
、
「
自
己
責
任
」
の
名

の
下
に
預
金
者
に
責
任
を
転
嫁
す
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
今
の
政
府

は
、
そ
れ
を
や
り
か
ね
な
い
。
　
　
　
■

今月の一言

“ペイオフ解禁”のいい加減さ


